






 

　　国内外の多くの人に「イグナチオ教会」として知られているカトリック麹町教会の７５周年、現

聖堂献堂25周年にあたり、小教区の皆さまに心からお祝いを申し上げます。また当初から宣教

司牧を担当されるイエズス会の皆さまには、深く感謝申し上げます。

　　教区の歴史によれば、戦前、1936年に六番町に献堂された聖テレジア教会が、現在のイグ

ナチオ教会の前身ということですので、教会共同体は75年だけでなく今年は88年もお祝いして

いることになります。

　　これまで麹町教会の福音宣教活動、また司牧活動には、多くの司祭、修道者、信徒の方が関

わって来られ、その中には、社会で著名な方もおられます。同時に麹町教会は、東京教区におい

て最多の信徒数を誇り、全国的に見ても、メガ小教区であります。

　　また近年では、様々な国の出身信徒のための司牧活動も広く行われ、国際的な共同体と

なっています。麹町教会の教会共同体は、日本の教会に希望を生み出す力を持っています。

　　さてこの75年間は、日本の教会にとっても、普遍教会にとっても激動の時代でした。

　　日本の教会は、戦後の復興期に、社会全体の高度成長期とも相まって、一時は大きく教勢を

伸ばすのではないかという期待のもと、多方面に活動を広げ、小教区を設立していきました。し

かし今、日本社会の少子高齢化と、経済の停滞という現実の中で、信徒や聖職者・修道者の

高齢化と召命の減少、施設の老朽化などといった課題に直面し、目に見える形での勢いを失っ

ています。そのような現実の中で、麹町教会共同体には希望の星として輝く力があります。

　　1962年に始まった第二バチカン公会議を通じて教会は、現代社会に向かって扉を開き、社

会の福音化のために力強い一歩を踏み出しました。社会の現実のただ中で、忠実に福音に生

き、福音を証ししようと、新しい挑戦を始めたその頃の教会は、刷新と宣教への熱意に満ちあふ

れていたことだと思います。それから半世紀が過ぎた今、教会の現実はどのようなものでしょう

か。

　　社会全体が利己的になり、孤独と孤立に彩られた社会の不寛容さが深まっていると感じま

す。そんな今だからこそ、半世紀前のあの熱意を取り戻さなくてはなりません。

　　75周年を迎える今、初心に立ち返り、日本の教会の希望の星としての役割を、積極的に果

たしてくださることを期待します。
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　　現聖堂の献堂式（1999年6月6日）から25周年を記念して、『聖イグナチオ教会のあゆみ

～現聖堂献堂25周年記念 略年表～』を刊行いたしました。

　　東京都千代田区麹町に聖イグナチオ教会が誕生（1949年4月17日献堂）して75周年、六

番町にあった前身の、幼いイエズスの聖テレジア教会の開設（1936年3月22日献堂）からは

88年という記念が重なります。こうした歩みを振り返り、過去の肩に乗った現在を見つめ直し、

「ともに歩む」教会の未来を展望したいとの願いが込められています。

　　表題が示す通り、本書は年表形式で編まれていますが、ここには2つの狙いがあります。第一

は、現聖堂献堂から今日までの25年間に注目しつつも、1945年5月の空襲で焼失した聖テ

レジア教会の事跡も含めて、麹町聖イグナチオ教会の歩み全体を視野に収め、それらを可能な

限り史資料をもって正確に跡付けることです。

　　これは、25年後（2049年）の聖イグナチオ教会誕生100周年に向けて関連史資料とデー

タを収集し、整えておくことにもなります。本誌を紙ベースとデジタルの両方で製作したのも、将

来を見据えてのことです。

　　第二は、そうした歩み全体を通覧しながら、私たちの間に宿られ、歴史を通して導いておられ

る神の指を見いだすことです。

　　コロナ禍の逼塞感に襲われたとき、社会の在り方、私たちの生き方自体も問い直され、他者

との和解、大自然との和解、自分自身との和解、そして神との和解への期待が高まったのです

が、現実世界では、侵攻や戦争の勃発と長期化、社会や民族間の格差と分断のさらなる拡大、

温暖化など地球環境問題の沸騰などが問題化しています。

　　そうした中、教皇フランシスコは大勅書『希望は欺かない』を公表（2024年5月、日本語訳

版は同年7月）し、2025年を通常聖年とすることを宣言されました。

　　教皇は言われます。「すべての人にとって聖年が、救いの『門』であるイエス（ヨハネ10:7、9

参照）との、生き生きとした個人的出会いの時となりますように。教会は、主イエスを『わたした

ちの希望』（1テモテ1:1）として、いつでも、どこでも、すべての人にのべ伝える使命をもってい

ます」と。

　　本誌が、私どもの「ミッション2030」（祈りを深める、福音を伝える、共同体を生きる、新しい

協働を進める）に新たな息吹を吹き込み、「希望の巡礼者」として「ともに歩む」教会の未来を

切り開く一助となることを願っています。

 

希望をもって 100周年に向かう巡礼へ



　　聖イグナチオ教会75周年、現聖堂献堂25周年を心からお祝い申し上げます。これまで

の歩みをさらに先に進め、四谷の地にあって福音宣教の拠点として一層発展されるよう期

待しております。

　　教会は神のことばに応える存在です。詩編29で耳をつんざく雷鳴のイメージの「主の

声」が7回、天から地へと響き渡ります。地上では大木は切り裂かれ、地面は子牛のように

躍り上がるといういのちの躍動の中で、「主の宮では、すべてのものが『栄光あれ』と言う」

（9節）、と歌われます。主の宮つまり神殿での神への賛美の声は天で「神々の子ら」が主

に帰する「栄光と力」への賛美の声（1～2節）と響き合っています。こうして天での神への

賛美と地上でのそれとが相まって、全宇宙が神への賛美の声で満たされます。「神の声」

が地を揺れ動かし、いのちを溢れさせ、そして遂には地上から天に向かって神への賛美の

声が昇っていきます。このように教会の使命はいのちに満たされた地上のものの代表として

神への賛美を歌うことにあります。

　　教会自体も世界にいのちをもたらす源です。古代の神殿はいのちと癒しの源であり、神

殿の周りには病人や怪我人が集められ、神殿におわす神々の癒しの力に触れることができ

るようにする場所が設けられていました。エルサレム神殿にもそのような場所としてベトサダ

の池がありました（ヨハネ5:2）。しかしヨハネ福音書はさらに加えて、神殿という場所ではな

くイエス自身がいのちと癒しをもたらす源であることを物語ります。しかもヨハネ福音書に限

らずすべての福音書が一致しています（例えばマルコ1:34など）。ですから、イエスに従って

生きる人々の集いである教会は、イエスという新しいいのちと癒しの源を地上で体現する使

命を帯びています。

　　神殿は場所に固定しているため、人々はそこに行かなければなりません。しかしイエスは

癒しを必要とする人々の所にでかけて行きます。「私はそのために出てきたのである」（マル

コ1:38）。フランシスコ教皇が教会を「野戦病院」に喩えた意味もここにあります。野戦病院

は都の安全な場所には置かれません。いのちの危険に晒されている人々のまっただ中で働

きます。そのように、聖イグナチオ教会に集う信徒の皆様がそれぞれの場所にでかけて行っ

て、いのちと癒しの使命を果たされるとき、教会はイエスと共に働き、イエスが教会の集いの

中に生きておられます。聖イグナチオ教会の皆さんが、神への賛美のために集まり、いのちと

癒しをもたらすために出かけて行く教会としての使命を日々新たに果たされますように、お

祈りいたします。

教会はいのちと癒しの源

イエズス会 　日本管区長

佐久間　 勤
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　　現聖堂 25 周年を記念するために当教会での行事 ・ 出来事を年表形式でまとめてみること

になりました。 それはこれを印刷物にするためというよりも、 今の時代にふさわしく、 より多くの

人たち、 教会の信徒だけでなく、 外部の人たちにもインターネット経由でアクセスしてもらい、

聖イグナチオ教会の歩みとその主な活動を知ってもらいたいとの思いからでした。 これが可能

になったのも、 教会設立当初からの資料が残されていたこと、 行事などがまとめて記録されて

あったからです。 その意味でそれらを残してくださった方々には心から感謝しなければなりませ

ん。

　　年表上で一つの出来事、 行事は一行で表現されていてもそこには企画 ・ 準備の段階から、

行事の成功のためには多くの人たちの関与、 協力があったことは易しく想像できます。 もしそ

れがなかったなら何一つ実現できなかった筈です。 目に見えない協力、 貢献をしてくださった

方々に、 心からの敬意と感謝を表したいと思います。

　　これからも当教会では日常的な活動も含めて、 いろいろな行事が行われていくに違いありま

せん。 これからまた 25 年、 50 年と教会が存続していくためには多くの人たちの関与が不可

欠だと思います。 現在ある様々な研究グループ、 活動グループがいろいろな機会をとらえて他

グループの人とも出会い、 交わり、 一人ひとりの交わりが大きく太くなっていけばいいのではな

いかと思います。 私たちが同じ信仰者としての交わりを深め、 新しい人たちを喜んで迎える、

外に開かれた雰囲気が大事だろうと思います。

　　私たちの信仰の交わりが深まり、 聖イグナチオ教会が益々発展することを祈りつつ。

　大切なつながり

協力司祭　　関根 悦雄
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